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Ｑ
コミュニティはど
のようにつくられ
維持されるのか
Q
社会的包摂の哲学
は構想可能か

Ｑ
コミュニティはど
のようにつくられ
維持されるのか
Q
社会統合の哲学は
構想可能か
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重平友美, 
1983年, 
教会新報社
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讃美歌21
400
たとえ塔は崩れ
詞：Nicolai F.S. 
Grundtvig

ホルム著, 2024, 『概説グルントヴィ』花伝社

序 グルントヴィの生涯

第１章 ロマン主義者

第２章 神話論者

第３章 牧師

第４章 歴史家

第５章 教育者

第６章 讃美歌作家

第７章 政治家

第８章 デンマーク人

第９章 デンマークにおけるグルントヴィの遺産

第１０章 世界のなかのグルントヴィ
N.F.S.グルントヴィ（1783-

1872）
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1. グルントヴィの「フォルケホイスコーレ」構想とその
後の展開

● 「生のための学校とソーアのアカデミー」 （1838）

聖職者養成/学者養成/市民養成←入学資格を問わず、「農民、法律家、聖

職者、教師、行政官等の候補生」たちが、同じ国民あるいは市民という資

格において学べる場が必要

● ケンブリッジのトリニティ・カレッジがモデル

● ヨーテボリに北欧の中核的な高等教育機関として「ソーアのアカデミ

ー」を設立することを国王に進言

1）生きた言葉による教育

2）対話と相互作用

3）歴史的・詩的な精神性

4）試験の廃止と「生の啓発」*

*livetsoplysning, life’s enlightenment

「我々の学校では、…若者たちがその目で見て、主〔イエス〕が彼らに与えた

知性を働かせ、母語で考え、話し、先祖が行い、考え、言い、歌った注目す

べきことについての知識を身につけるよう」にする（ホルム2024:116)。
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1844− 1849−
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「北欧の友人たちの多くは、デンマークの偉大な牧師であり哲学者グルン

トヴィをよく知っています。グルントヴィは、エリートだけを対象とする

のではない、多様な人々のための教育機関、フォルケホイスコーレを提唱

しました。それは、社会をよくすることに貢献するような、アクティブ・

シティズンシップを育成する場所です。湖に投げ込まれた小石が波紋を広

げ、それが海を越えてアメリカに渡ったからこそ、我々は今ここに合って

いるのです」

（バラク・オバマ米大統領〔当時〕の北欧首脳会議訪問時スピーチより、

2016年5月3日）
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2．日本におけるフォルケホイスコーレの受容

1) 1900-1940年代

明治期の農政学者
矢作栄蔵「農業経済論」(1901) 、「丁抹の生産組合」 (1908）、「農業振興策と丁抹国の実例」 (1908）

佐藤寛次「丁抹の復興」(1904）

那須皓A.H.ホルマン『国民高等学校と農民文明』(1909=1913)

明治・大正期のキリスト者
内村鑑三「デンマルク国の話」『聖書之研究』(1911=1913)
杉山元治郎、福島県原ノ町に「農民高等学校」 を設立(1913)
内務省の藤井武(→加藤完治）、山形県に「自治講習所」を設立（1915）
「北欧の弱小国デンマークがイギリスに破られ、ドイツに屠られ、今まさに亡国の悲運に陥ろうとする

秋、偉人グルンドウィーがとった道は、結局農村青年に理想信仰を植え付ける事にあったのである。僕

らはこれを深く味わわねばならぬ」（加藤完治）

内村鑑三（1868-1915）

2）1940-1980年代

昭和期の社会教育学者
寺中作雄『公民館の建設』（1946年）

「かつて北欧に雄飛したデンマークは英国に撃破され、墺普聯合軍に退廃し、敗惨絶望のどん底に

陥ったとき…大聖グルントイッヒは青少年に民族精神と協同心の尊貴を説いて、国民高等学校教育

による精神立国の根底を培った」（寺中 1995:183）

武田清子「加藤完治の農民教育思想」（1965）

加藤の農民教育は、「個的人格性を含んだヒューマニズムの可能性」なきまま、汎神論的に日本国

家を意味付け、「大日本帝国という大きな命の弥々益々栄えてゆくのに自己を捧げ尽くす」ことを、

「皇国精神、武道、農村経営」といった科目と共に学ぶことを意味した（武田1965：64−71）

碓井正久 「民主主義社会のために」 （1981）

「皇道主義史観に基づく偏狭な国史に換骨奪胎されて教育の中心にすえられ、主知主義批判をかさ

ねていった」 （碓井1993:149）
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3．成人教育の現代的課題

1) 新たなフォルケホイスコーレへ
 オルタナティブな価値を追求するワークショップ （コースゴー1999:371-377）
 グローバルな市民の育成という側面である(Lövgren 2021)

→1990〜 日本からも多くの若者が留学先として選択

日本グルントヴィ協会（1992−）
北欧留学情報センター (1995−）
IFAS（2015−）

→2016頃〜 帰国者が日本各地でフォルケホイスコーレを運営

NoMaFo(長野県上水郡信濃町, 2016-)、 Change Makers’College (宮城県陸前高田市,2018-) 

School for Life Compath(北海道東川町,2020-)ほか
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2）社会的包摂に寄与する論理は何か
 「日本、韓国、中国、アメリカ、カナダ、ドイツ、ハンガリー、ポーランド、ロシアでは、

政治的抑圧、硬直した教育形態、加熱する競争を強いられる試験制度に対抗する思想として、

グルントヴィが読まれている」（ホルム2024:187）。

 同じ属性の人に出会う場所なのか、異なる価値観に揺さぶられる場所なのか

 「グローバルな市民の育成」…「内なる国際化」の論理はどのように導出されうるか？
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